
数学Ｂ 漸化式 演 習 ( )年( )組( )番( )
ぜ ん か し き えん しゅ う

１．次の初項と漸化式で決まる数列の {an}の第 2 項から第 4 項
つぎ しょこ う ぜ ん か し き き す うれつ だい こう だい こう

までを書き , 一般項を類推しなさい。
か いっ ぱん こう るい すい

(1) a1 ＝ 1 , an＋ 1 ＝ a n ＋ 2

a2 ＝

a3 ＝

a4 ＝

an ＝

(2) a1 ＝ 1 , an＋ 1 ＝ a n × 2

a2 ＝

a3 ＝

a4 ＝

an ＝

1
(3) a1 ＝ 2 , a n＋ 1 ＝ 2 － an

a2 ＝

a3 ＝

a4 ＝

an ＝

２．a 1 ＝ 1 , a n＋ 1 ＝ a n ＋ 2 n で 表される数列の一般項を
あら わ す うれつ いっ ぱん こう

求めよ。
も と

a 2＝ a1 ＋ 2 × ＝ ＋

a 3＝ a2 ＋ 2 × ＝ ＋ ＋

a 4＝ a3 ＋ 2 × ＝ ＋ ＋ ＋

したがって，n≧ 2のとき

a n＝ ＋{ ＋ ＋ ＋･･･＋( ) }

{ } 内の式は初項 , 公差 の等差数列の初項から
ない し き し ょこ う こ う さ と う さ す う れ つ しょ こう

第 項までの和であるから，
だ い こう わ

( ){ ＋( ) }an ＝ ＋
2

この式は n＝1の時も成り立つ。
し き と き な た

３．a1 ＝ 2 , a n＋ 1 ＝ an ＋ 3
n
で 表 される数列の一般項を

あ らわ す うれ つ い っぱ んこう

求めよ。
もと

a2 ＝ a1 ＋ 3 ＝ ＋

a3 ＝ a2 ＋ 3 ＝ ＋ ＋

a4 ＝ a3 ＋ 3 ＝ ＋ ＋ ＋

したがって，n≧ 2のとき

an ＝ ＋{ ＋ ＋ ＋･･･＋( ) }

{ } 内の式は初項 , 公比 の等比数列の初項から
な い しき しょ こう こ う ひ と う ひ す う れ つ しょこ う

第 項までの和であるから，
だい こう わ

( － 1)
an ＝ ＋

－ 1

この式は n＝1 の時も成り立つ。
しき とき な た

４．a1 ＝ 1 , an＋ 1 ＝ 2 an ＋ 1で 表 される数列の一般項を
あ らわ すうれ つ い っぱ んこ う

求めよ。
もと

a2 ＝ 2 a1 ＋ 1 ＝ 2× ＋ ＝

a3 ＝ 2 a2 ＋ 1 ＝ 2× ＋ ＝

a4 ＝ 2 a3 ＋ 1 ＝ 2× ＋ ＝

a5 ＝ 2 a4 ＋ 1 ＝ 2× ＋ ＝

階差数列 {bn}を 考 えると, , , , ,･･･になる。
か い さ す う れ つ か んが

bnは初項 , 公比 の等比数列である。一般項は
し ょこ う こ う ひ と う ひ す う れ つ いっ ぱん こう

bn＝

したがって，n≧ 2のとき

an ＝

この式は n＝1 の時も成り立つ。
しき とき な た


